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学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について 
   
 平成２８年度学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について、別紙の 
とおり報告します。 
 
 
 
平成２９年５月１７日 

             
             

鳥取県教育委員会教育長  山 本 仁 志 
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学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について 

 

平成２９年５月１７日  
体 育 保 健 課  

 
１ 県内産食材の使用状況 

（１）学校給食用食材の生産地使用別状況調査結果 
平成２８年度の県内産食材の使用率は６５％（うち県内加工品使用率は２％）であった。ま

た、調査対象４４品目のうち、県内産使用率１００％の食材は１４品目であった。 
  県産品使用率が減少した理由としては、天候不順等による野菜類の不作や、学校給食に適し

た規格の魚介類の不漁等があげられる。（市町村ごと、品目ごとの状況は別添資料のとおり） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査対象４４品目以外の県内産食材の活用事例 

  ○中海の海藻堆肥を使用して栽培された海藻米の使用（境港市） 

  ○地域生産者が栽培した野菜類や加工品の使用（小松菜、チンゲンサイ、ピーマン、にんに

く、こんにゃく、ケチャップ等） 

  ○休耕田を活用して養殖されたホンモロコの使用 

  ○泊漁港で養殖されたワカメの使用、東郷湖で収穫されたシジミの使用（湯梨浜町） 

  ○ジビエ（シカ肉、イノシシ肉）の活用（八頭町、智頭町、若桜町、南部町） 

（３）その他 

  平成２８年度の米飯給食の週当たりの県内平均実施回数は、４．１回であった。（Ｈ２７年度

全国平均は３．４回） 

２ 平成２８年度の主な取組 

 ○学校給食関係者、関係機関を対象とした県産品利用（地産地消）推進会議の開催（６／３）  
 ○栄養教諭等を対象とした地場産物を活用した学校給食調理講習会を開催（１２／１） 
 ○給食時間の指導等に活用するための食育教材パネルを作成 
 ○食育の日（毎月１９日）、食育月間、とっとり県民の日、全国学校給食週間等の取組を通じ、

県内産食材を活用した学校給食の提供と、献立を活用した食に関する指導を推進 
３ 今後の取組 

 ○県内産食材活用に関する情報の共有を図り、使用率の維持及び向上を図る。 
 ○身近な地域の産業や食文化への理解を深め、郷土を大切にする心を育むよう、県内産食材を

活用した食に関する指導の充実を図る。   

県内産食材の使用率の推移  ※（ ）内は県内加工品使用






